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一
、
国
際
情
努

ソ
連
首
脳
は
こ
の
程
ピ
ル
マ
、
イ
ン
ド
、
ア
フ
ガ
エ
ス
タ
ン
訪
問
を
了
え
、
十
二
月
七
日
、

十
三
日
、
十
λ
日
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
三
固
と
の
経
済
協
定
が
発
表
さ
れ
た
。
ダ
レ
ス
国
務
長

官
は
最
近
の
国
際
情
勢
を
経
済
社
会
的
問
題
を
基
調
と
す
る
「
新
な
る
冷
戦
」
と
説
い
た
が
、

右
を
映
し
米
国
の
一
九
五
六
|
五
七
年
度
対
外
援
助
支
出
額
は
四
四
億
ド
ル
程
度
〈

一
九
五

五
1
五
六
年
度
四
二
億
ド
ル
)
に
哨
鎖
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
、
ま
た
さ
き

に
ソ
連
よ
り
銀
助
提
案
の
な
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ス
ワ
ン

・
ハ
イ
・

ダ
ム
計
画
に
対
し
世
一
正
当

り
米
英
両
国
よ
り
七

O
百
万
ド
ル
の
借
款
供
与
を
申
入
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

主
要
国
最
近
の
経
済
動
向
は
次
の
過
り
で
あ
る
が
、
綜
じ
て
米
国
及
び
西
欧
諸
国
と
も
好
況

を
統
け
て
い
る
。

二
、
欧
米

諸

国

山

米

国

十
一
月
の
鉱
工
業
生
産
指
数
(
一
九
四
七
年

l
四
九
年
基
準
)
は

一
四
四
(
前
月
一
四
三
〉

と
引
続
き
記
録
を
吏
新
、
鉄
鋼
生
産
は
同
月
中
一

0
・
二
百
万
ト
ン
、
操
業
本
九
九
%
を
示

し
、
自
動
車
生
産
も
問
月
中
七
四
O
千
台
に
上
昇
、
年
間
の
総
生
産
高
は
略
t
八
百
万
台
〈
従

来
の
最
高
一
九
五
一
年
六
七

O
万
台
〉
の
線
を
迷
成
し
た
と
い
わ
れ
る
。

戸
外
労
働
特
に
農
業
雇
用
の
大
幅
減
少
と
い
う
季
節
的
関
係
か
ら
十
一
月
の
雇
用
者
数
は
六

四
・
八
百
万
人
と
前
月
比
三
五

O
千
人
を
減
少
、
失
業
者
は
二

・
四
百
万
人
と
二
七

O
千
人
を

増
加
し
た
。
し
か
し
非
農
一
肥
用
は
荘
増
し
て
お
り
、
週
平
均
労
働
時
間
、
週
平
均
賃
金
等
何
れ

も
な
お
上
昇
を
辿
っ
て
い
る
。

一
般
的
な
好
況
裡
に
あ
っ
て
若
干
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
上
記
の
生
・
腫
鉱
大
に
対
し
販
売

八
六
六

商
に
お
け
る
増
大
の
テ
ン
ポ
が
輸
相
遅
れ
を
み
せ
て
い
る
こ
と
で
、
十
月
に
は
事
業
在
臨
時
は
月
間

七
億
ド
ル
増
加
し
、

同
月
末
八

O
七
億
ド
ル
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
売
上
に
対
す
る
在
庫
の
比

率
は
一

・
五
四
と
一
九
五
三
年
六
月
の

一
・
六

一
に
比
し
な
お
低
位
に
あ
り
、
年
明
け
後
在
庫

動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

十

一
月
の
小
売
販
売
商
は

一
五
六
億
ド
ル
〈
前
月

一
五
八
億
ド
ル
〉
、
新
規
住
宅
着
工
数
は

年
率

て

こ
0
=一
千
一
戸
(
前
月
て
二
四
二
千
戸
)
と
何
れ
も
若
干
低
下
を
示
し
た
。
し
か
し

と
れ
ら
は
消
費
者
信
用
及
び
住
宅
抵
当
の
ご
と
会
金
融
面
の
引
締
策
続
行
と
い
う
事
情
も
影
響

し
て
お
り
、
む
し
ろ
程
済
自
体
の
健
全
化
の
証
左
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。

金
融
市
場
は
好
況
に
季
節
的
要
因
も
加
わ
っ
て
、
月
間
終
始
繁
忙
挫
に
推
移
し
た
。
す
な
わ

ち
前
月
の
連
邦
準
航
銀
行
公
定
歩
合
引
上
に
引
続
き
司
、
月
初
来
短
期
金
刺
は
更
に
上
昇
、
財
務

省
証
券
新
規
発
行
利
廻
は
上
初
の
ニ

・
四
七
一
%
よ
り
下
句
に
は
こ

・
六
八
八
%
に
迷
し
、
優

良
商
業
手
形
金
利
は
五
日
三
Mm
へ
、
銀
行
引
受
手
形
は
十
二
日
二
Z
M
m
l
二
活
%
へ
、
主
要
金

融
会
祉
の
両
手
レ
l
ト
は
十
三
日
二
五
銘
J
一
一
一
%
へ
と
そ
れ
ぞ
れ

X
銘
方
引
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
間
連
邦
準
備
銀
行
は
公
開
市
場
買
操
作
に
よ
り
金
融
市
場
の
硬
化
を
若
干
制
整
し
た

が
、
月
央
に
お
け
る
国
債
措
替
の
際
、
新
規
般
に
高
利
率
を
付
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
現
金
償
遺

請
求
約
九
佑
ド
ル
、
連
邦
準
備
銀
行
保
有
分
を
除
い
た
現
金
償
還
率
八
六
Mmと
い
う
最
近
に
な

い
不
剥
が
み
ら
れ
た
。

株
式
市
場
は
年
末
に
四
八
八

・
四
0.ド
ル
と
史
上
最
高
の
記
録
を
更
新
し
て
大
引
け
た
。

今
後
の
景
気
動
向
に
つ
い
て
は
と
〈
に
設
備
投
資
の
増
大
に
期
待
が
寄
ぜ
ら
れ
、
併
せ
て
公

共
支
出
の
柑
加
見
込
み
、
所
得
噌
加
と
袋
詰
す
る
個
人
消
費
支
出
の
高
水
準
予
想
も
あ
っ
て
楽

相
似
す
る
向
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
企
て
の
見
解
は
史
上
初
め
て
国
民
総
生
産
.
か
四
、

0
0
0惚.ド

ル
(
一
九
五
五
年
間
推
定
三
、
八
七

O
億
ド
ル
)
を
突
破
す
る
も
の
と
見
て
い
る
。

本
年
の
景
気
動
向
に
つ
い
て
は
「
年
央
ま
で
は
た
と
え
そ
の
上
昇
テ
ン
ポ
が
鈍
っ
て
も
引
統

合
、
上
昇
を
辿
ろ
う
」
と
す
る
の
が
一
般
的
で
年
央
以
後
に
つ
い
て
も
特
に
産
業
界
に
お
い
て
は

強
気
の
見
方
が
多
い
。
金
融
界
、
経
済
学
者
の
一
部
に
は
年
火
以
後
に
横
遣
い
乃
.
主
緩
慢
な
下

降
を
見
る
の
で
は
な
い
か
と
の
様
、
測
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
か
り
に
景
気
下
降
の
兆
候
が
見
ら

れ
て
も
明
年
十
一
月
に
大
統
領
選
挙
を
控
え
て
い
る
と
と
で
も
あ
り
好
況
維
持
の
た
め
に
政
府

が
金
融
財
政
上
万
全
の
縮
瞳
を
と
る
こ
と
を
予
想
す
る
向
が
多
い
。



間

ーー英

国

金
ド
ル
準
備
は
十
二
月
中
一
六
三
百
万
ド
ル
減
少
、
月
末
残
高
は
二
二
六

O
百
万
ド
ル
と

一

九
五
三
年
六
月
以
来
の
最
低
と
な
っ
た
。
月
中
の
減
少
は
米
加
借
款
の
返
済
一
八
八
百
万
ド
ル

を
主
因
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
他
で
は
黒
字
を
示
し
た
。
し
か
し
金
ド
ル
準
備
残
高
が
危
険
点

と
み
ら
れ
て
い
る
こ

O
億
ド
ル
に
接
近
し
て
い
る
折
柄
、
今
後
の
動
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

為
替
相
場
は
内
閣
改
造
前
後
、
パ
ト
ラ
1
蛾
相
の
市
人
法
に
よ
る
為
替
政
簡
の
変
更
戚
は
輸
入

制
限
強
化
等
貿
易
自
由
化
政
策
の
後
退
に
闘
す
る
胞
測
を
生
み
月
央
一
時
軟
化
し
た
が
、
務
節

的
ポ
ン
ド
需
要
の
増
大
を
主
因
に
月
中
を
通
じ
比
較
的
強
調
を
示
し
た
。

十
一
月
中
の
貿
易
は
前
月
に
比
し
輸
出
が
減
少
し
た
反
面
輸
入
が
増
加
し
、
入
超
は
六
九

・

五
百
万
ポ

γ
ド
〈
前
月
五
二

・
八
百
万
ポ
シ
ド
)
と
再
び
若
干
悪
化
し
た
。
輸
出
の
減
退
は
六

月
末
港
湾
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
滞
貨
が
前
月
ま
で
に
一
掃
さ
れ
た
た
め
と
み
ら
れ
て
い
る
。

圏
内
経
済
面
に
お
い
て
、
鉱
工
業
生
産
は
引
続
、
身
、
，
高
水
準
に
あ
る
が
、
金
属
工
業
を
中
心
に

労
働
力
、
原
材
料
の
不
足
が
著
し
〈
、
鉱
工
業
生
産
の
対
前
年
比
増
加
準
は
上
半
期
の
六
%
に

対
し
下
半
期
は
三
・
五
t
四
%
に
低
下
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
資
木
財
に
対
す
る
需
要
は

な
お
巨
額
の
受
注
般
高
を
か
か
え
て
い
る
が
、
消
費
財
に
つ
い
て
は
購
買
税
引
上
及
び
賦
払
信

用
引
締
に
よ
り
増
加
の
テ
ン
ポ
が
鈍
り
つ
L
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
十
二
月
は
ク
リ
ス
マ

ス
・
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
小
売
々
上
は
増
加
し
、
貯
蓄
金
の
引
出
、
銀
行
券
流
通
商
の
増
加
が

著
し
〈
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
銀
行
券
流
通
高
は
十
月
末
か
ら
季
節
的
増
加
を
続
け
、
十
二
月
二
十
八
日
に
は

一
、
八
八
九
百
万
ポ
ン
ド
と
新
記
録
を
樹
立
し
、
一
九
五
四
年
末
の
ピ
ー
ク
に
比
し
-
一
一
一一

百

万
ポ
ン
ド
の
増
加
を
み
た
。
こ
の
た
め
英
蘭
銀
行
は
十
二
月
中
何
よ
り
保
証
準
備
先
行
限
度
を

五
O
百
万
ポ
ン
ド
引
上
げ
、

て

九

O
O何
万
ポ
ン
ド
と
す
る
に
歪
っ
た
。

本
年
七
月
以
来
安
定
し
て
い
た
週
間
平
均
賃
金
は
十

一
月
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、

小
売
物
倒
指

数
も
前
月
に
引
続
ざ
更
に
一
一ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
す
で
に
主
要
組
合
が
具
体
的
交
渉
に
入
り
つ
L

あ
る
賃
上
げ
の
動
き
(
要
求
総
額
年
率
五

0
0
.百
万
ポ
ン
ド
l
一
九
五
五
年
中
の
賃
上
げ
実
績

四
。
。
百
万
ポ
シ
ド
)
と
共
に
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

間

西

独

鉱
工
業
生
産
指
数
は
十
一
月
一
一
一
一
一
五
九
一
九
ご
一
六
年
基
準
)
と
前
月
に
引
続
き
放
山
川
記
録
を

海

外

経

済

制

査

(

下

)

昭

和
三
十
年
十
二
月

更
新
し
、
年
間
鉄
鋼
生
産
高
は
一
二

・
四
百
万
ト
ン
と
英
国
を
凌
駕
、
米
ソ
に
次
ぎ
世
界
第
一
一
一

位
に
進
出
し
た
。

十
一
月
の
貿
易
は
前
月
に
比
し
い
ず
れ
も
微
減
し
た
が
、
前
年
同
月
に
比
し
輸
出
二
三

・

ご
箔
増
、
輸
入
一

0
・
一
路
増
で
、
収
支
尻
は
一
主
二
百
万
マ
ル
ク
の
黒
字
(
前
年
二

一
九
百

万
マ
ル
ク
の
黒
字
〉
と
な
り
、

外
貨
保
有
高
は
年
間
約
四
億
ド
ル
を
増
加
し
、
十
二
月
末
三
O

億
ド
ル
(
内
金
ド
ル
約
二
一-一億
ド
ル
〉
を
越
え
た
と
み
ら
れ
る
。

頃
来
の
労
働
者
不
足
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
イ
タ
リ
ア
労
働
者
の
移
入
協
定
が
木
月
独
伊

而
国
政
府
附
に
成
立
、
農
業
、
建
築
、
機
械
等
の
部
門
に

一
O
万
人
程
度
の
移
入
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

最
近
明
ら
か
に
さ
れ
た
処
に
よ
れ
ば
、
投
資
財
、
基
礎
資
財
部
門
に
お
け
る
新
規
受
註
高
明

加
率
の
鈍
化
が
顕
著
と
な
り
、
ま
た
物
価
も
工
業
原
材
料
価
格
、
小
売
価
格
に
微
臓
が
み
ら
れ

る
程
院
で
、
生
産
者
価
格
指
数
は
依
然
横
這
い
を
示
し
、

一頃
来
の
政
府
、
通
貨
当
局
の
警
告
及

び
金
融
引
綿
鍛
が
国
伴
の
鍋
起
と
相
倹
っ
て
で
め
の
効
果
を
収
め
つ
L
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
て

い
る
。

.

.

.

し
か
し
な
が
ら
、
や
が
で
再
軍
備
に
よ
る
建
設
需
要
が
本
椅
化
し
、
民
聞
の
建
築
プ
I
ム
と

競
合
、
賃
上
げ
に
対
す
る
企
業
収
益
の
弾
力
性
の
減
少
等
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
先
行
物
価
勝

貴
を
懸
念
す
る
向
が
多
く
、
レ
ン
ダ
l
パ
ン
ク
も
従
来
の
引
締
態
度
不
変
の
方
針
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

4
生十

一
月
の
鉱
工
業
生
産
指
数
〈

一
九
三
八
年
基
態
〉
は
一
八
一
と
前
年
同
月
比
九
%
増
の
最
高

を
記
録
し
、
物
価
は
今
秩
来
の
強
含
み
傾
向
に
加
え
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
控
え
て
例
年
の
こ
と
乍

ら
竪
制
を
示
し
、
十
-
月
の
対
外
貿
易
収
支
赤
字
は
九
久
億
フ
ラ
ン
と
前
年
同
月
に
比
し
約
一二

倍
の
赤
字
を
計
上
し
た
。

本
年
上
半
期
に
は
生
産
は
昨
年
比
一
二
%
楢
、
物
価
は
安
定
し
、
貿
易
収
文
の
改
善
も
顕
著

で
あ
っ
た
が
、
下
半
期
に
入
っ
て
物
価
は
や
L
騰
勢
を
一
部
し
、
生
産
増
加
事
も
対
前
年
比
九
銘

程
度
に
低
下
し
、
貿
易
収
支
は
昨
年
同
期
を
上
廻
る
赤
字
を
示
す
に
至
り
、

一
般
に
拡
大
の
テ

ン
ポ
の
鈍
化
が
見
受
け
ら
れ
る
。

か
L

る
情
勢
に
対
し
国
民
経
済
計
算
委
員
会
は
、

フ
ラ
ン
ス

九
五
六
年
の
フ
ラ
ン
只
経
済
を
槻
測
し

八
六
七



経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

一

二
〉

て
、
最
近
の
賃
銀
水
準
上
昇
傾
向
と
財
政
赤
字
の
増
大
か
ら
物
価
勝
貨
の
懸
念
が
あ
る
と
し
、

こ
れ
が
対
策
と
し
て
生
産
性
の
向
上
、
投
資
の
増
加
に
よ
る
生
産
増
を
図
る
必
要
を
強
調
し
て

い
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
銀
行
総
裁
は

「
現
在
の
通
貨
増
は
経
済
規
模
の
甚
大
に
基
く
も
の
で
イ

ン
フ
レ
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。
一
九
五
六
年
に
お
い
て
も
財
政
、
貿
易
等
種
々
の
困
難
を
乗

越
え
、
物
価
の
安
定
を
維
持
し
て
健
全
な
経
済
拡
強
政
策
の
遂
行
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
語
っ
て
い
る
。
一
般
に
経
済
拡
大
の
義
制
が
崩
れ
る
と
は
見
ら
れ
て
い
な
い
が
、
明
年
早
々

の
選
挙
後
成
立
す
る
新
政
権
に
対
し
て
は
財
政
、
物
倒
問
題
に

つ
き
慎
重
な
対
策
を
望
む
意
見

が
強
い
。

三
、
ア
ジ
ア
及
び
湾
州

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
は
、
マ
レ
l

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
が
貿
易
仲
長

に
よ
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
囲
内
生
産
の
漸
榊
と
外
国
援
助
と
に
よ
り
、
最
近
経
済
情
勢
の
好
転

を
み
せ
つ
L
あ
る。

と
れ
ら
諸
国
の
物
価
事
情
な
み
る
に
、
多
〈
の
国
に
お
い
て
、
輸
入
の
増
加
を
み
た
上
、
輸

入
価
格
の
蹄
貨
が
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
た
め
、
圏
内
物
価
は
概
ね
安
定
し
た
推
移
を
示
し
て
い

る。
一
方
ピ
ル
マ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
輸
入
縮
減
と
赤
字
財
政
と
に
よ
っ
て
物
価
は
上
昇

し
つ
L
あ
り
、
台
湾
に
お
い
て
も
赤
字
財
政
が
物
価
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
斯
る
間
に

あ
っ
て
前
月
イ
ン
ド
、
ピ
ル
マ
を
訪
問
し
た
ソ
連
首
相
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
両
国
が
解
決
を
迫
ら

参

考
)

米
国
以
外
の

金
・
ド

ル
保
有
高
推
計

凶

四 | 一一 0
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九
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口
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九
五

ロ
叩n-

s?九
芯五

イ 西フ取 |

税
制-智"

-
フ
ン

''J 

イ

タ

ー

リ

ン

グ

地

域

二
、
七
七
四

士λ

タ

八
六
八

れ
て
い
る
問
題
の
処
理
に
資
し
う
る
経
済
上
の
取
極
め
を
結
ん
だ
と
と
は
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
と
も
に
注
目
さ
れ
た
。

ア
ジ
ア
及
び
濠
州
に
お
い
て
、
最
近
注
目
す
べ
き
動
向
を
示
し
た
固
に
つ
い
て
摘
記
す
れ
ば

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

山
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

放
漫
な
赤
字
財
政
と
貿
易
の
不
振
に
よ
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
状
態
を
呈
し
て
い
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は

一
昨
年
下
期
よ
り
輪
出
が
好
転
し
た
。
最
近
に
お
い
て
は
、
前
年
八
月
成
立
し
た

新
内
聞
の
輸
入
税
引
下
げ
等
の
諸
施
策
に
よ
っ
て
、
輸
入
物
資
が
値
下
り
を
み
た
上
、
財
政
も

揚
超
〈
十
、
十
一
月
中
に
お
い
て
、
中
央
銀
行
の
政
府
貸
上
金
は
て
-
四
九
百
万
ル
ピ
ア
減
)

に
転
じ
、
外
貨
保
有
高
は
同
期
間
に
七
五
四
百
万
ル
ピ
ア
増
加
し
た
。
一
方
通
貨
は
一
九
一
ニ
.白

万
ル
ピ
ア
の
減
少
を
示
し
、
物
価
郁
情
も
好
転
し
つ
L
あ
る
。

(2) 

法

羊
毛
は
相
場
が
最
近
や
L
持
直
し
て
い
る
も
の
の
、
昨
年
十
一
月
ま
で
の
五
カ
月
間
に
お
い

て
売
上
章
一
、
六
一
九
千
依
(
前
年
同
期
一
、
四

O
六
千
俵
)
、
売
上
高

一
一
九

・
λ
百
万
濠
州

ポ
ン
ド
(
前
年
同
則
一
二
七

・
五
百
万
濠
州
ポ
ン
ド
)
と
、
数
量
の
増
加
に
も
拘
ら
ず
売
上
高
は

減
少
し
て
い
る
。
と
の
ζ

と
は
頃
来
国
際
収
支
均
衡
化
に
努
力
し
て
い
る
問
国
の
輸
入
が
一
段

と
抑
制
さ
れ
る
と
と
を
示
す
も
の
と
云
え
よ
う
。

(
単
位

百
万
ド
ル
)
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制
円

・
吋

E
o
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同

2
2
2
ω
丘
町
宮
口

海

外

経

済

要

録

米

国

設
借
投
資
の
動
向

新
規
工
場
設
備
投
資
の
動
向
は
先
般
来
景
気
を
左
右
す
る
有
力
な
要
因
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
前
月
既
報
の
マ
グ
ロ
l

ヒ
ル
調
査
に
統
き
、
本
月
半
八
に
は
商
務
省
及
び
証
券
取
引
委

員
会
が
十
月
末
よ
り
十
一
月
に
か
け
て
事
業
界
よ
り
収
集
し
た
報
告
に
基
き
算
出
し
た
本
年
第

四

・
四
半
期
よ
り
明
年
第
一

・
四
半
期
に
か
け
て
の
推
定
投
資
額
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

い
ま
別
表
に
よ
り
そ
の
内
容
を
み
る
に
、
ま
ず
現
在
の
投
資
増
大
歩
調
は
本
年
第
四

・
四
半

期
に
お
い
て
年
率
三
O
O億
ド
ル
の
線
を
こ
え
、
明
年
第

一
・
四
半
期
に
か
け
て
継
続
す
る
と

い
う
好
制
ふ
り
が
嫌
わ
れ
る
。
第
四

・
凶
半
期
の
年
翌
二
O
八

・
六
億
ド
ル
を
加
え
て
本
年
の

投
資
総
額
は
二
八
二

・
七
億
ド
ル
と
前
年
総
額
を

一
問
・
四
億
ド
ル
上
廻
り
、
略
々

一
九
五
三

年
に
お
け
る
史
上
最
高
の
水
準
を
再
現
す
る
に
至
っ
た
。
北
も
か
か
る
増
加
の

-
部
は
雄
投
費

及
び
資
本
財
の
コ
ス
ト
上
昇
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
点
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

海

外

経

済

調

査

〈

下
)

間
和
三
十
年
十
二
月

つ
ぎ
に
増
加
の
幅
は
第
二

・
四
半
期
よ
り
第
三
て

四
半
期
に
か
け
て
最
大
と
な
り
、
か
っ
こ

の
間
増
大
は
各
部
門
に
広
汎
に
認
め
ら
れ
た
が
、
以
降
漸
減
し
て
お
り
、
明
年
第
一

・
四
半
期

に
は
、
増
加
は
製
造
業
及
び
鉄
道
の
両
部
門
に
全
く
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

更
に
各
部
門
に
と
れ
を
み
れ
ば
、
製
造
業
部
門
は
現
在
の
投
資
増
大
傾
向
の
中
心
的
地
位
を

占
め
て
お
り
、
本
年
第
二

・
四
半
期
よ
り
第
一一一
・
四
半
期
に
か
け
て
、
そ
れ
に
先
立
つ
三
年
間

の
減
少
傾
向
か
ら
急
速
に
回
復
し
、
更
に
続
伸
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
部
門
に
お
け
る
投
資

の
総
投
資
額
に
対
す
る
削
合
は
な
お
格
別
に
大
と
い
L
う
る
段
階
に
は
な
〈
、
明
年
第
一

・
四

半
期
に
お
け
る
訓
合
を
と
れ
ば
約
四
二
%
と
、

一
九
四
七
、

五
一

、
五
三

の
各
年
と
同
程
度

で
、
軍
拡
時
の
-
九
五
二
年
に
比
し
て
若
干
低
位
に
あ
る
。

こ
の
部
門
内
部
に
あ
っ
て
は
、
耐

久
財
工
業
、
と
〈
に
輸
送
機
器
製
造
業
及
び
非
鉄
金
属
工
業
に
お
け
る
投
資
噌
加
削
合
が

高

〈
、
鉄
鋼
業

・
旬
機
関
係
以
外
の
機
械
工
業
で
は
平
均
稗
度
の
仲
強
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
と
伝

え
ら
れ
る
。

鉄
道
部
門
の
拡
大
歩
調
は
現
在
最
も
急
速
で
あ
っ
て
、
明
年
第
一

・
四
半
則
の
年
率
一
回

・

八
六
九



経

済

情

勢

調

査
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コ
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一
億
ド
ル
は
木
年
同
期
の
約
三
倍
に
当
り
、
従
来
の
最
高
た
る

一
九
五
一
年
の

一
五
億
ド
ル
に

急
速
に
迫
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
部
門
で
は
電
気
及
び
ガ
ス
事
業
の
投
資
が
本
年
間
着
笑
に
増
加
し
、
第
四

・
四
半

新
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t
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Hug-

(21 

日
本
綿
製
品
輸
入
制
限
問
題

米
国
業
界
の
日
本
糾
製
品
輸
入
制
限
運
動
は
そ
の
後
も
広
汎
か
つ
強
力
に
続
け
ら
れ
て
い
る

が
、
十
二
月
下
何
日
本
側
の
決
定
し
た
自
主
制
限
蛸
世
〈
明
年
の
愉
出
総
量
を
木
年
誕
の
一

・

五
億
平
万
ヤ
ー
ド
に
制
限
せ
ん
と
す
る
も
の
)
に
対
し
て
も
反
響
は
冷
淡
で
あ
り
、
布
描
世
は

米
業
界
の
意
向
を
考
賦
し
て
い
な
い
と
し
、
ま
た
年
間
六
千
万
ヤ
ー
ド
以
上
の
輸
入
に
は
た
え

ら
れ
な
い
と
し
て
、
不
満
の
色
を
示
し
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。

政
府
筋
で
は
引
続
き
量
的
制
限
反
対
の
立
場
を
持
し
て
お
り
、
ダ

レ
ス
国
務
長
官
も
、
月

間
、
折
に
ふ
れ
て
と
れ
が
米
国
対
外
政
餓
の
根
本
方
針
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
白
山
間
悶
の

協
制
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
る
旨
強
制
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
明
年
頭
再
開
の
議
会
を
め
ざ
し
て
懸
案
の
「
原
綿
輸
出
促
進
及
び
綿
製
品
輸

入
制
限
法
案
」
〈
去
る
七
月
議
会
に
提
出
、
審
議
未
了
と
な
っ
た
も
の
で
、
す
で
に
六

O
余
名
の

八
七

O

則
に
は
年
率
四
七
億
ド
ル
と

一
九
五
三
年
第
三

・
四
半
期
の
記
録
を
略
々
再
現
し
た
。
商
業
部

門
で
は
小
売
倍
舗
の
拡
大
近
代
化
の
た
め
本
年
第
一
t
=
一
・
四
半
期
急
速
な
増
大
を
示
し
た

が
、
以
降
横
這
い
に
入
っ
た
楳
様
で
あ
る
。
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一
九
五
六

7
f一一一月

一
三
四
・四

六
八
・

o

六
六
・
四

九
・
五

一
四
・
一

一
六
・四

四
五
・
二

九
六
・四

一一
一
一
六
・
0

賛
成
議
員
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
〉
は
じ
め
、
最
近
で
は
ラ
ン
ハ
ム
下
院
議
員
の
輸
入
制
当
法
案

(
輸
出
悶
・商
品
の
グ
ル
ー
プ
別
に
訓
当
監
を
定
め
ん
と
す
る
も
の
で
、
輸
出
入
政
策
に
附
す
る

全
米
工
・
農
・
労
委
員
会
の
志
向
を
反
映
し
て
い
る
)
等
に
至
る
数
多
く
の
同
組
法
案
が
準
備

さ
れ
つ

L
あ
り
、
そ
の
迎
過
の
可
能
性
も
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
更
に
明

年
は
大
統
領
選
挙
の
年
で
あ
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
こ
の
種
法
案
が
通
過
し
て
も
、
と
れ

に
対
し
大
統
領
が
拒
否
権
を
発
動
し
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
楽
観
し
え
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る。二
大
労
働
組
合
合
同

米
国
労
働
総
向
即
(
A
F
L〉
及
び
産
業
別
組
織
会
議
(
C
I
O〉
の
二
大
労
働
組
合
は
去
る
二

月
の
合
同
協
定
に
基
き
、
本
月
五
日
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
合
同
大
会
を
開
催
、
米
国
労
働

総
問
問
産
別
会
議
(
A
F
L
-C
I
O)と
い
う
新
名
称
の
も
と
に
正
式
に
合
同
し
た
。



今
回
の
合
同
の
結
果
、
-
五
百
万
人
の
組
合
員
を
有
す
る
大
労
働
組
合
が
州
現
す
る
こ
と
と

な
り
、
米
国
労
働
史
上
に
画
期
的
意
義
を
有
す
る
と
と
も
に
、
労
資
関
係
及
び
政
治
情
勢
に
勘

か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

な
お
初
代
会
長
に
は
予
定
通
り
ミ
1
エ
l
元
A
F
L
会
長
が
就
任
、
新
組
織
当
面
の
目
標
は

特
に
南
部
の
未
組
織
労
働
粁
の
吸
収
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
経
営
者
側
は
労
働
独
占
へ
の
不

安
を
表
明
し
て
い
る
。

欧
州
諸
国

英
国
会
ド
ル
準
備
の
減
少

ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
国
際
収
支
を
端
的
に
反
映
す
る
英
国
の
十
二
月
末
現
在
の
金
ド
ル
準

備
は
二
、

二

一Q
百
万
ド
ル
と
一

九
五
三
年
二
月
以
来
の
最
低
水
準
と
な
っ
た
。
金
ド
ル
準
備

が

一
九
五
二
年
に
増
加
に
転
じ
て
以
来
の
忠
商
を
示
し
た
三
、

O
一
七
百
万
ド
ル

ご
九
五
四

年
六
月
末
)白
に
較
べ
突
に
八
九
七
宵
万
ド
ル
の
減
少
振
り
で
あ
っ
て
、
英
国
の
最
近
の
金
ド
ル

準
備
は
西
独
の
そ
れ
を
下
廻
る
に
至
っ
た
。

.
九
五
四
年
と

一
九
五
五
年
に
お
け
る
金
ド
ル
準
備
の
増
減
を
比
較
す
れ
ば
下
記
の
如
く
一

九
五
四
年
の
こ
四
四
百
万
ド
ル
の
噌
加
に
対
し
、
一
九
五
五
年
は
六
四
二
百
万
ド
ル
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
間
行
わ
れ
た
各
種
の
偵
務
返
済
を
調
整
す
れ
ば
両
年
の
経
常
金
ド
ル
収

支
の
差
は
温
か
に
大
と
な
る
。
〈
単
位
百
万
ド
ル
V

E

P

U

 

以
外
収
支

一
九
五
四
年

間

一
三

六

四

四

付

四

O
O
ω

一
九
五
五
年
付
一
九
三
付
三
五

一

一
一
回

付
四=一

O

H
二

一
二

ω

議

制

E
P
U債
務
決
筑
丸
九
、

I
M
F俗
歌
返
-d
削
-
一
二
、
米
加
借
款
返
済

一
八
九

ω
カ
ナ
ダ
戦
時
借
歓
返
済
三
二
、
米
加
俗
紋
淑
済

一
八

O

一
九
五
四
年
の
英
国
経
済
が
「
イ
ン
フ
レ
な
含
拡
大
」
の
成
功
に
よ
っ
て
貿
易
為
替
の
向
由
化

に
顕
著
な
前
進
を
示
し
た
上
に
金
ド
ル
準
備
を
蓄
積
し
得
た
の
に
対
し
、
一
丸
五
五
年
に
は
経

済
の
繁
栄
が
行
き
過
宮
、
圏
内
の
イ
ン
フ
レ
傾
向
と
共
に
輸
入
の
増
大
に
よ
る
国
際
収
支
の
悪

化
を
招
来
し
た
。
更
に
一
九
五
四
年
に
は
ポ
ン
ド
の
変
換
性
回
復
肌
待
が
大
置
の
短
期
資
金
の

流
入
を
賀
し
た
の
に
対
し
、

一
九
五
五
年
に
は
逆
に
ポ
ン
ド
切
下
げ
の
時
が
海
外
筋
の
手
持
ポ

E
P
U
 

決

済

米
国
援
助

計

債
務
返
済

号ト

七
九

一
五

二
四
四

ハ
ロ
ハ
四
ご

海

外

経

済

調

査

〈

下

)

昭
和
三
十
年
十
三
月

ン
ド
を
極
度
に
削
減
せ
し
め
、
金
ド
ル
挫
・
舶
の
減
少
に
拍
車
を
加
え
た
。

最
近
に
至
り
金
ド
ル
準
備
の
誠
少
は
鈍
化
傾
向
が
現
れ
、
十
二
月
の
金
ド
ル
収
支
は
米
加
借

款
返
済
分
を
除
含
現
実
に
若
干
の
黒
字
を
示
し
た
が
、
と
れ
ば
主
と
し
て
ポ
ン
ド
に
対
す
る
信

頼
の
回
復
に
基
づ
く
外
国
筋
の
資
金
手
当
と
滋
州
、

南
阿
、

ニ
ユ
ジ
l
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
ス

タ
ー
リ
ン
グ
新
国
の
率
節
的
国
際
収
支
の
改
替
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
年
初
来
の
デ
ィ
ス
イ
ン

フ
レ
政
策
が
真
に
効
果
を
挙
げ
る
の
は
な
お
今
後
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
賃
金

・
物
価
の
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
傾
向
は
依
然
楽
観
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
、
七
五
O
万
労
働
者
に
よ
る
年

単
五

O
O百
万
ポ
ン
ド
に
及
ぶ
賃
上
運
動
が
展
開
さ
れ
つ
L
あ
る
。
十
二
月
内
閣
の
大
改
造
を

行
っ
た
政
府
が
貿
易
の
自
由
化
に
逆
行
す
る
こ
と
な
く
既
に
こ

O
他
ド
ル
の
抱
険
水
餅
に
接
近

し
た
金
ド

ル
準
備
の
回
復
に
成
功
す
る
か
否
か
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
銀
行
金
地
金
勘
定
増
額

十
二
月
二
十
二
日
フ
ラ
ン
ス
銀
行
は
て

O
O
O億
フ
ラ
ン
を
為
替
安
定
恭
金
か
ら
フ
ラ
ン

ス
銀
行
金
地
金
勘
定
に
蹴
入
れ
る
旨
発
表
、
年
末
そ
の
繰
入
が
行
は
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
フ

ラ
ン
ス
銀
行
金
地
金
は
約
五
割
増
の
三

O
一
、
二
八
て
五
九
一
千
フ
ラ
ン
と
な
っ
た
。

最
近
の
フ
ラ
ン
ス
の
金
及
び
外
貨
保
有
は
貿
易
収
支
の
改
善
と
援
助
資
金
受
入
れ
に
加
え
、

フ
ラ
ン
の
安
定
に
伴
う
民
間
退
蹴
金
の
出
廻
り
等
に
よ
り
顕
著
な
増
加
を
示
し
、
年
末
現
在
の

フ
ラ
ン
ス
銀
行
勘
定
に
よ
る
金
及
び
外
貨
保
有
高
〈
金
地
金
、

外
貨
、

為
替
安
定
基
金
貸
付
勘

定
の
合
計
〉
は
六
、
九
一
一
一六
億
フ
ラ
ン
と
略
々
二

O
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。

一
昨
年
末
以
来

の
上
記
勘
定
に
よ
る
金
及
び
外
貨
の
保
有
状
況
は
左
の
通
り
で
、
こ
の
二
年
間
に
三
倍
余
の
増

加
を
示
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
銀
行
金
外
貨
保
有
高

(
単
位
一

O
億
フ
ラ
ン
〉

対
為
替

安
定
基

金
貸
付

一
九
五
一
一年

末

一

五

ニ

λ
・
六

一
九

五

四

手

五

七

二

二
二
六
・
λ

}
九
五
五
手

二

0
0・
C
一
九
二
・四

な
お
本
年
初
来
の
フ
ラ
ン
ス
鍛
行
勘
定
の
励
会
な
見
る
と
、

す
る
貸
付
を
含
む
)
増
加
二
、

I

九
λ
五
億
フ
ラ
ン

(昨
年

て

金
地
金

貨

計

722ド

7~上
ル霧

外

二
O
了
=

二
-0
7
二

一二

O
了
二

二
二
四
・九

ムハ
・
四

三
九
五
二

一一

・
三

六
九
三
・
六

一

九

・
λ

金
及
び
外
貨
(
安
定
基
金
に
対

七

O
二
倍
フ
ラ
ン
)
に
対
し
、
発

il.. 
七



経

済

情

勢

調

査

ハそ
の
一
一
一)

行
銀
行
券
の
増
加
は
こ
れ
を
下
廻
る
二
、

八
一
五
億
フ
ラ
ン
(
昨
年
二
、
二
八

O
億
フ
ラ
ン
〉
に

止
っ
た
。
従
っ
て
発
行
銀
行
券
に
対
す
る
金
及
び
外
貨
保
有
の
割
合
は

一
九
五
=
一
年
末
の
僅
か

九
・
七
%
程
度
か
ら
一
九
五
四
年
末
一
五

・
六
%
、
さ
ら
に
一
九
五
五
年
末
で
は
-
一
四

・
六

%

に
高
ま
っ
て
い
る
。

勿
論
フ
ラ
ン
ス
は
金
本
位
制
度
を
採
用
し
て
は
い
な
い
の
で
、
現
在
で
は
金
地
金
勘
定
の
増

加
が
泊
貨
発
行
高
に
直
接
関
係
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
通
貨
価
値
の
説
付
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
銀
行
は
常
に
金
及
び
外
貨
保
有
高
に
注
意
を
払
っ
て
お
り
、
今
回
の
措
置
は
前
述
の
よ
う
な

最
近
の
金
外
貨
の
増
加
に
鑑
み
、
経
済
規
模
の
拡
大
に
応
じ
て
金
地
金
勘
定
も
地
加
さ
ぜ
る
べ

舎
で
あ
る
と
の
見
解
か
ら
決
定
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
今
回
の
措
置
は
為
替
安
定
基
金
か

ら
フ
ラ
ン
ス
銀
行
金
地
金
勘
定
へ
の
操
入
れ
で
あ
る
の
で
、
金
地
金
勘
定
の
増
加
に
対
応
し
為

替
安
定
基
金
貸
付
は
減
少
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
金
及
び
外
貨
保
有
合
計
額
に
盆
化
は
な

い
わ
け
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
今
回
の
決
定
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
将
来
の
金
外
貨
保
有
に
対
す

る
自
信
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
経
済
安
定
に
対
す
る
心
理
的
影
響
も
か
な
り
大
含
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
投
資
の
状
況

国
民
経
済
計
算
受
員
会
は
こ
の
程
一

九
四
九
年
か
ら

一
九
五
五
年
に
至
る
七
年
間
の
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
投
資
状
況
を
発
表
、
概
要
次
の
、
通
り
説
明
し
て
い
る。

附

一

九
五
五
年
の
総
投
資
は

一
九
四
九
年
比
三
三
鬼
の
増
加
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
期
間
の

一
九
四
九

J

一
九
五
五
年
投
資
状
況

l¥ 
七

国
民
総
生
産
増
三

O
銘
に
照
し
不
十
分
で
あ
る
。

制
生
産
投
資
に
つ
い
て
は
工
業
、
運
輸
、
農
業
部
門
で
は
そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
増
加
を
示
し
て

い
る
も
の
の
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
〈
、
生
・
話
投
資
合
計
は
七
年
前
と
同
水
準
に
止
っ
て
い

る
(
次
表
参
照
)
。
こ
れ
を
国
民
総
生
産
に
占
め
る
割
合
で
見
る
と
次
表
の
通
り
最
近
は
む
し

ろ
低
下
を
示
し
て
い
る
。

ナ
九
四
九
年
:
:
:
一
四
・
二

%

一
九
尻
0
4
・J
i
-
--
7
2
一鬼

一
九
五
一
手
:
:
:
一
三
・
二
銘

一
九
五
三
年
:
:
:
一

0
・
九

%

-
九
五
四
手
:
:
:
一

0
・
八

%

一
九
五
五
d
y
-
-

・;・一

0
・
九
%

一
九
五
二
予
:
:
:
一
一

・
五
銘

付

一
九
五
五
年
の
住
宅
投
資
は
一
九
四
九
年
に
比
し
約
三
倍
の
著
増
で
あ
る
が
、
投
資
に
対

オ
る
実
際
完
成
住
宅
数
は
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
に
比
し
て
少
く

一
九
五
四
年
は

-
六
五
千

戸
に
止
っ
て
い
る
。

判
以
上
の
よ
う
な
投
資
不
足
に
も
拘
ら
ず
昨
年
以
来
生
産
駒
加
が
見
ら
れ
た
の
は
国
際
経
済

の
好
況
と
、
従
来
の
余
給
般
備
の
稼
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
生
産
余
力
は
次
第

に
限
界
に
巡
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
今
後
の
拡
大
を
維
持
す
る
た
め
に
は
投
資
増
加
が

必
裂
と
な
ろ
う
。

な
お
問
委
員
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
一
九
五
六
年
の
投
資
は
農
漁
業
、

等
を
中
心
に
前
年
比
約
六
忽
の
治
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

動
力
、

鉄
鋼
、
機
械

(
単
位

一
O
艦
フ
ラ
ン
)

i回』 生産投資 住住政|
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西
ド
イ

γ
の
為
替
管
理
の
緩
和

本
年
六
月
、
西
ド
イ
ツ
は
ド
ル
地
域
か
ら
の
自
由
輸
入
品
目
念
拡
大
L
、
輸
入
自
由
化
率
は

従
来
の
五
七
%
か
ら
七
五
%
と
大
幅
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
資
本
取
引
面
で
も
、
既
に
木
年

六
月
、
十

}
月
、
自
由
資
本
勘
定
(
註
)
の
使
用
制
限
の
緩
和
(
年
五
O
万
マ
ル
ク
を
限
度
と
す

る
企
業
参
加
、
贈
与
、
努
附
、
第
三
者
の
た
め
に
す
る
支
払
等
を
認
め
た
)
及
び
外
国
人
所
有

有
価
証
券
の
名
義
変
更
、
海
外
送
付
の
自
由
化
を
行
っ
た
が
、
さ
ら
に
木
月
レ
ン
ダ
1
・
パ
ン

ク
は
経
済
省
大
蔵
省
の
同
意
を
得
て
同
行
の
為
替
管
理
規
則
の
改
訂
措
置
を
発
表
、
外
国
人
の

資
本
取
引
の
自
由
化
を
計
っ
た
。
う
ち
主
な
る
措
置
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(
註
)
自
由
資
本
勘
定
と
は
、

か
つ
て
封
鎖
マ
ル
ク
勘
定
と
し
て
凍
結
さ
れ
て
い
た
外
国
人

の
対
独
投
資
額
よ
り
な
り
、
現
在
外
国
人
の
西
ド
イ
ツ
の
・証
券
購
入
そ
の
他
の
投
資
は

こ
の
勘
定
以
外
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

附
有
価
証
券
に
化
体
し
て
い
な
い
外
国
人
の
投
資
収
益
も
、
今
後
個
別
許
可
な
し
に
外
国
へ

の
掻
替
が
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
ド
ル
地
域
の
外
国
人
は
有
価
証
券
収
益
と
同
様
自
由
通
貨
と

の
交
換
な
い
し
自
由
交
換
マ
ル
ク
勘
定
へ
の
振
込
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例

外

国
人
の
た
め
の
有
価
証
券
の
売
却
は
、
従
来
当
日
の
取
引
所
相
場
に
よ
っ
て
の
み
行
わ

れ
て
い
た
が
、
今
後
は
取
引
所
相
場
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
当
日
の
相
場
で
な
〈
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
た
。

付

従
来
自
由
資
本
勘
定
へ
の
払
込
(
外
国
人
の
所
有
有
価
証
券
、
土
地
建
物
の
売
却
代
金
等
U

は
、
在
独
資
産
の
権
刺
者
で
あ
る
外
国
人
が
、

正
当
な
権
利
者
な
る
こ
と
を
明
示
す
る
と
き

に
の
み
許
可
さ
れ
た
が
、
今
般
か
か
る
制
限
は
撤
廃
さ
れ
た
。

ソ
速
の
一
九
五
六
年
度
国
家
予
算

ソ
連
最
高
会
識
は
二
十
六
日
開
催
さ
れ
た
が
、
同
席
上
ズ
ヴ

エ
1
レ
フ
財
務
相
は

一
九
五
六

年
度
国
家
予
算
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
ソ
連
の
国
家
予
算
は
国
民
経
済
の
動
向
を
知
る
上

に
極
め
て
重
要
な
指
標
で
あ
る
が
、
従
来
国
家
予
算
の
発
表
は
そ
の
年
の
一
一
一
月
か
あ
る
い
は
凶

月
頃
発
表
さ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
今
回
の
如
〈
来
年
度
予
算
が
新
会
計
年
度
(
会
計
年
度
一

l

十
二
月
〉
の
開
始
以
前
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
域
内
例
な
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
来
年
か
ら
開

始
さ
れ
る
第
六
次
止
カ
年
計
画
(
一
九
五
六

t
六

O
年
)
初
年
度
の
資
金
計
画
と
し
て
注
目
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
六
年
度
ソ
連
予
算
は
政
府
原
案
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
八
億
ル
ー
ブ
ル
を
増

海

外

経

済

調
査
〈
下
)

昭
和
三
十
年
十
二
月

徹
し
て
歳
入
額
は
玉
、
九
二
七
億
ル
ー
ブ
ル
と
一
九
五
五
年
の
五
、
九

O
二
億
ル
ー
ブ
ル
に
比

し
二
五
億
ル
ー
ブ
ル
増
、
歳
出
額
は
・玉
、
六
九
六
億
ル
ー
ブ
ル
と
前
年
比
六
一
億
ル

ー
ブ
ル
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
歳
出
予
算
の
内
訳
を
示
せ
ば
次
表
の
如
〈
で
あ
る
が
、
国
民
経
済

費
、
社
会
文
化
費
は
い
ず
れ
も
増
加
し
て
い
る
が
、
一
方
国
防
費
、
行
政
貨
は
減
少
し
て
い

石
。
省
の
う
ち
ソ
辿
経
済
今
後
の
動
向
を
知
る
上
に
毘
耐
火
な
の
は
国
民
経
済
貿
で
あ
る
が
、
産

業
資
金
を
見
る
場
合
に
は
こ
の
外
に
企
業
の
自
己
資
金
を
加
え
ね
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
こ
れ
を

加
え
る
と
、
来
年
度
国
民
経
済
費
総
額
は
三
、
四
七

O
億
ル
ー
ブ
ル
に
上
り
、
前
年
比
一
一
八

億
ル
ー
ブ
ル
の
増
加
で
あ
る
。
右
の
う
ち
重
工
業
費
は
て
五
八
七
億
ル
ー
ブ
ル
と
前
年
比
四

九
億
ル
ー
ブ
ル
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、
卸
売
価
格
が
引
下
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
実
質
的
に

は
か
な
り
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
陛
工
業
は
前
年
度
の
二
六

O
儲
ル
ー

ブ
ル
を
上
廻
る
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
来
年
に
は
小
売
物
価
の
四

・
豆
沼
引
下
が
見
込
ま
れ
て

い
る
の
で
消
費
水
準
は
若
干
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
来
年
度
予
算
に
は
や

や
消
費
財
霊
視
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
重
工
業
の
優
先
的
発
展
を
基
礎
と
す
る
ソ
連
の
基
本

的
経
済
政
策
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

国
防
費
は
前
年
度
比
九
六
億
ル
ー
ブ
ル
を
減
少
し
、
一
九
五
四
年
水
準
に
復
帰
し
て
い
る

が
、
卸
売
制
格
の
引
下
等
が
行
わ
れ
た
た
め
実
質
的
に
も
減
少
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
は
判
然

と
し
な
い
。

(
単
位
億
ル
ー
ブ
ル〉

そ国行国 祉国内歳

会民間

の位政 防文 経総
化済

他資質費資質額
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ソ
速
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経
済
関
係
の
甑
大

ソ
連
ブ
ル
ガ
1
-
一
ン
首
相
、
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
党
第
一
書
記
等
に
よ
る
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、

ア
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七
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経

済

情

勢

調

査

〈

そ

の

三

)

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
等
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
訪
問
は
ソ
速
の
新
な
外
交
あ
る
い
は
経
済
攻
勢
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
と
は
十
三
日
、
ピ
ル
?
と
は
七
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
は
十

八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
諸
国
と
の
経
済
関
係
拡
大
に
関
す
る
取
極
め
を
結
ん
だ
。

ま
ず
イ
ン
ド
に
対
し
て
は
ソ
速
は

一
九
五
六
年
に
始
ま
る
三
年
聞
に
圧
延
錦
一

O
O万
ト
ン

を
輸
出
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
採
油
、
採
鉱
そ
の
他
の
機
械
を
輸
出
す
る
。
他
方
イ
ン
ド
か

ら
は
原
料
品
お
よ
び
工
業
製
品
の
輸
入
額
を
大
幅
に
増
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ピ
ル
マ
に
つ

い
て
は
余
り
具
体
的
な
計
画
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ソ
迎
は
ピ
ル
マ
の
農
業
開
発
計
画
の

作
製
、
か
ん
が
い
計
画
の
実
施
、
若
干
の
工
業
企
業
の
建
設
に
援
助
と
協
力
を
与
え
、
ま
た
こ

れ
ら
計
画
の
央
施
に
必
裂
な
資
材
、
役
務
に
対
す
る
支
払
と
し
て
適
当
な
量
の
米
を
受
取
る
こ

と
に
意
見
の
一
致
を
見
た
。
さ
ら
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
は
ソ
迎
は
同
問
の
農
業
開
発
、
水
力

発
電
所
の
組
殻
、
か
ん
が
い
融
制
、
自
動
車
修
理
工
場
、

カ
プ
ー
ル
空
港
の
挫
設
の
た
め
一

一億

ド
ル
の
長
期
借
款
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
最
近
に
お
け
る
ソ
述
の
動
舎
は
さ

き
の
エ
ジ
プ
ト
に
対
す
る
武
器
供
与
の
問
題
、
ま
た
同
国
ア
ス
ワ
ン
・
ダ
ム
の
挫
設
に
対
す
る

援
助
提
案
と
と
も
に
米
国
始
め
西
欧
諸
国
に
大
き
な
影
轡
を
与
え
て
お
り
、
特
に
米
国
に
お
い

て
は
こ
れ
ら
諸
国
へ
の
長
期
援
助
計
画
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
お
よ
び
濠
州

イ
ン
ド
に
お
け
7
9
戦
後
の
民
間
外
資
の
推
移

昨
年
十
一
月
準
備
銀
行
で
は
海
外
よ
り
の
民
間
投
資
状
況
等
に
つ
い
て
一
九
四
八
年
六
月
末

の
調
査
に
汝
ぎ
ニ
凶
自
の
訓
査
を
一

九
五
ご
一
年
末
を
以
て
「
対
外
資
産
及
び
負
伯
訓
査
」
報
告
書

と
し
て
発
表
し
た
。

一
九
四
八
年
六
月
末
(A
)

首.

二
、
三
七
二
(

f生

資

八
二
・五
銘
)

五
O
四
〈

一
七
・五
銘
)

二
、
八
七
六

C
O
O
-O
劣
)

券桜

評.

投

資

計

八
七
回

上
記
報
告
書
に
よ
れ
ば

一
九
五
三
年
末
現
在
の
民
間
外
資
は
四
、

一
九
三
百
万
ル
ピ
!
と
一

九
四
八
年
六
月
末
の
二
、
λ
七
六
百
万
ル
ピ
ー
に
比
し
五
カ
年
半
に

一、

二
二
七
百
万
ル
ピ
ー

の
増
加
(
増
加
率
四
五

・
八
%
)
を
示
し
、
年
間
平
均
増
加
額
は
約
一

一一
一一九
百
万
ル
ピ
1
に
達
し

て
い
る
と
と
が
判
明
し
た
。

か
〈
の
如
き
民
間
外
資
の
増
加
を
見
た
こ
と
は
、
国
際
収
支
面
に
お
け
る
長
期
民
間
資
本
移

動
の
推
移
等
か
ら
従
来
民
間
外
資
が
減
少
こ
そ
す
れ
些
し
た
る
増
加
を
示
し
て
い
な
い
も
の
と

見
込
ま
れ
て
い
た
だ
け
に
極
め
て
注
目
せ
ら
れ
る
。
前
記
増
加
額
の
投
資
形
態
別
内
訳
を
見
る

に
、
直
接
投
資
〈
海
外
支
唐
等
え
の
投
資
及
び
国
内
企
業
に
対
す
る
四

O
銘

以
上
の
経
営
支
配

的
株
式
投
資
右
含
む
〉
が
、
一、

一
一
二
百
万
ル
ピ
!
と
全
休
の
八
五

・
一
%
に
当
る
蹴
帯
な

仲
長
を
示
し
た
反
而
、
流
券
投
資
は

一
九
六
百
万
ル
ピ
'
の
低
訓
に
止
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
投

資
額
全
体
に
占
め
る
直
接
投
資
の
制
令
は

-
・九
四
八
年
六
月
末
当
時
の
八
二

・
五
%
か
ら
-
九

五
三
作
米
に
は
八
一
二

・
三
%
と
可
成
り
の
増
加
を
資
ら
す
に
至
っ
て
い
る。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
民
間
外
資
の
期
加
が
独
立
後
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
如
何
な
る
業
稲
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
た
か
を
み
る
に
、
直
接
投
資
で
は
煙
草
、
石
油
及
び
同
製
品
、
電
気
製
品
等
を

主
と
し
た
製
造
業
(
増
加
額
五
六
八
百
万
ル
ピ
l
)
、
商
業
(
増
加
額
三

O
六
百
万
ル
ピ
l
)
、
茶

を
主
と
し
た
裁
培
業
(
地
加
額
一
九
七
百
万
ル
ピ
l
)
の
増
加
が
顕
著
で
、
金
融
業
は
出
γ

ろ
減
少

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
証
券
投
資
面
で
は
金
融
業
(
増
加
額
七
四
百
万
ル
ピ
l
)
、
製
造
業

(
楠
加
額
六
九
百
万
ル
ピ
l
)
の
増
加
が
主
で
、
他
の
業
種
は
何
れ
も
減
少
を
見
た
。
さ
ら
に
直

接
、
間
接
間
投
資
を
通
じ
て
み
れ
ば
製
造
業
及
び
商
業
の
増
(
全
体
の
七
一

・
五
%
)
が
大
部
分

を
占
め
近
年
に
お
け
る
民
間
外
資
の
中
心
が
こ
れ
ら
・
産
業
に
振
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

一
九
五
三
年
末

別
加
制
〈
B
)

(
単
位
百
万
ル
ピ
l
)

哨
・
川
猟
(B

一A)

三、
凶
九
三
(
八
三
・一二
%
)

七
O
O
(

二
ハ
・七
%
)

問
、
一
九
三
(
一
0
0
・0
%
)

一、
一一一-
r-、

八
五
・
-
銘〉

阻
七
・三

%

二一
八
・九

%

四
五
・
八
wm

一
九
六
(

一
四
・九
%
)

て
三
一
七

C
O
O-O
M
m〉



一
九
主
三
年
末
の
民
間
外
資
中
に
占
め
る
製
造
業
及
び
附
業
の
ウ
エ
イ
ト
も
夫
々

三
二
・
四
%
、
二
三

・
六
%
と
、
一
九
四
八
年
六
月
末
の
二
五

・
O
%
、
二
二

・
四
%
を
可
戚

り
上
廻
り
、
結
局
こ
れ
ら
業
種
で
全
体
の
五
五
%
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
栽
培
業

(
一
七

・
二
%
)
、
公
共
事
業
(
八

・
九
銘
)
等
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
海
外
か
ら
の
民
間
投
資
が
独
立
後
の
イ
シ
ド
経
済
に
お
け
る
工
業
原
料
或
い

は
資
本
設
備
の
不
足
跡
消
等
に
果
し
た
役
割
の
大
き
い
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
事
実
で
、
こ
の

点
業
界
等
で
は
前
記
民
間
外
資
増
加
額
て
三
一
七
百
万
ル
ピ
ー
が
同
期
間
中
に
受
け
た
政
府

の
借
款

て

三
八
O
百
万
ル
ピ
l
(米
国
よ
り
の
緊
急
食
糧
借
敦
九
O
O
百
万
ル
ピ
1
、
世
銀
借

款
二
二
O
百
万
ル
ピ
ー
が
主
)
に
匹
敵
す
る
と
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
準
備
銀
行
当
局
も
十

一
月
号
月
報
に
お
い
て
、
海
外
投
資
が
政
府
借
紋
と
並
ん
で
農
工
業
生
産
の
拡
大
、
延
い
て
は

閣
内
物
価
の
安
定
に
窃
与
す
る
重
要
な
要
紫
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

従
っ
て
、

し
か
も
準
備
銀
行
の
前
記
月
報
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
三
年
末
の
投
資
額
四
、
一
九
三
百
万
ル

ピ
l
中
、
英
国
が
一
二
、
四
七
O
百
万
ル
ピ
!
と
八
二

・
λ
箔
の
大
半
を
占
め
、
ご
柿
の
米
国
が

三

一
O
百
万
ル
ピ
!
と
七

・
回
路
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
更
に
米
国
の
投
資

が
商
業
部
門
(
精
油
業
が
主
)
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
英
同
の
投
資
が
製
造
業
を
首
め

と
す
る
各
業
種
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
等
か
、
り
す
れ
ば
、
イ
ン
デ
ア
ン

・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
誌

〈
十
月
十
五
日
号
)
等
が
予
て
か
ら
指
摘
し
て
い
る
通
り
特
に
英
国
の
果
し
た
役
割
が
大
脅
か
っ

た
も
の
と
言
え
よ
う
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
外
資
導
入
政
策
を
発
表

去
る
十
二
月
二
日
政
府
は
外
資
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
準
拠
す
べ
き
外
資
導
入
政
策
に

つ
い
て
二
十
一
カ
条
に
わ
た
る
戸
明
容
を
発
諜
し
た
。
そ
の
要
旨
は
決
の
如
〈
で
あ
る
。

制

導

入

条

件
H
政
府
は
外
資
の
導
入
が
国
家
の
刺
益
を
危
ぐ
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
の

配
慮
か
ら
、
鉄
道
、
通
信
、
電
気
、
水
道
、
軍
工
場
、
原
子
力
子
ネ
ル
ギ
l
関
係
等
政
府
所

有
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
企
業
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
特
有
の
小
工
業
は
外
資
に
は
開
放
さ
れ

ず
、
ま
た
基
幹
産
業
に
つ
い
て
は
資
本
の
五
-
銘
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
を
有
す
る
者
の
所

有
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
こ
と
。

同
門
与
え
ら
れ
る
便
宜
H
外
資
に
対
し
て
四
O
年
以
上
の
土
地
所
有
を
認
め
る
規
則
を
追
っ
て

定
め
る
こ
と
、

二
重
課
税
を
避
け
る
た
め
関
係
国
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
。

海

外

経

済

調

査

〈

下

〉

昭
和
三
十
年
十
ご
月

村

そ

の

他
日
外
国
人
所
有
者
の
向
な
な
し
に
は
そ
の
企
業
の
固
有
化
は
行
わ
な
い
こ
と
、
固

有
化
を
行
う
場
合
は
公
正
且
つ
充
分
な
補
償
を
与
え
る
こ
と
、
利
潤
送
金
及
び
制
隈
付
き
で

資
本
の
引
揚
を
認
め
る
と
と
、
既
存
の
外
資
に
つ
い
て
は
経
過
規
定
を
定
め
る
こ
と。

従
来
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
外
資
導
入
の
必
要
は
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
オ
ラ
ン
ダ
に

よ
る
植
民
統
治
の
苦
い
経
験
と
、
独
立
以
来
民
族
主
義
的
風
潮
が
強
か
っ
た
た
め
、
歴
代
内
閣

は
外
資
噂
入
に
つ
い
て
決
定
的
態
度
が
と
り
得
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
今

回
の
発
表
は
内
外
か
ら
注
目
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
法
令
に

侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
と
、
な
ら
び
に
十
一
月
選
挙
の
結
果
か
ら
推
し
て
現
政
府
の
手
に
よ
り

こ
れ
ら
が
法
令
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
見
込
が
少
な
い
た
め
、
余
り
期
待
を
か
け
ら
れ
て
い
な

い
様
様
で
あ
る
。
特
に
従
来
か
ら
の
大
口
投
資
国
た
る
オ
ラ
ン
ダ
は
現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

資
本
を
引
揚
げ
つ
つ
あ
り
、

}
部
を
除
い
て
既
存
投
資
の
取
扱
に
の
み
関
心
を
寄
せ
て
い
る
た

め
、
今
回
の
発
表
に
は
不
満
を
示
し
て
い
る
。

マ
レ
l
の
一
九
五
六
年
度
予
算

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
両
政
府
の
本
年
度
予
算
案
が
発
表
さ
れ
た
が
、
次
の
如
く
何
れ
も

赤
字
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

マ
レ
l
、

マ
レ
I
連
邦

一
九
五
五
年
-
九
五
六
年

〈
単
位
百
万
海
峡
ド
ル
〉

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

一
九
五
六
年

一
=
一一一

・
一

二

Oλ
・四

-
九
五
五
年

蔵

ニ

二

三

・O

歳

入

ニ

0
7
0

収

支

例

付

四

九

・
λ

ハ
門
ニ
ニ
・O

H

両
政
府
の
予
算
案
に
つ
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
点
は
次
の
通
り
。

的
両
政
府
共
昨
年
初
の
総
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
予
算
中
に
は
内
閣
を
組
織
す
る
政
党
の
強

い
意
向
が
盛
り
込
ま
れ
る
と
期
待
し
て
い
た
向
に
は
時
間
的
な
理
由
も
あ
っ
て
余
り
代
り
映

え
の
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。

出

七
四
七
・三

七
八
九
・七

回
二
・四

七
九
三
・九

七
円
四
・
一

二
二
・七

{ロ}

蹴
出
で
は
依
然
共
産
ゲ
リ
ラ
に
対
す
る
治
安
関
係
支
出
が
全
体
の
二
五
銘
を
占
め
て
い
る

ほ
か
、
開
発
支
出
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
歳
入
に
つ
い
て
は
依
然
ゴ
ム
、
錫
の
輸
出
税
収
入

に
期
待
す
る
部
分
が
大
き
い
が
、
本
国
政
府
の
酪
出
金
に
対
す
る
依
存
も
無
視
し
得
ず
、

ー司f

八
七
五



経

柿

情

勢

調

査

〈そ

の

三

)

レ
1
連
邦
の
木
年
の
赤
字
見
込
の
主
因
は
前
年
七
七
百
万
海
峡
ド
ル
で
あ
っ
た
醜
出
金
が
一

二
・
四
百
万
梅
峡
ド
ル
に
激
誠
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

マ
レ
l
伝
お
け
る
最
近
の
経
済
情
努

マ
レ
1
の
最
近
の
経
済
情
勢
は
全
般
に
ゴ
ム
、
錫
の
値
上
り
に
よ
る
好
景
気
で
通
貨
が
膨
脹

し
て
い
る
が
、
反
則
貯
替
も
相
当
増
加
し
て
お
り
、
一
般
大
衆
の
脚
質
力
は
生
活
必
部
品
の
叫
ん

行
好
訓
以
外
に
は
表
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
五
二
年
か
ら
五
三
年
に
か
け
て
の
ゴ
ム
価
格
の

暴
落
で
苦
い
経
験
を
経
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
マ
レ
l
の
対
日
輸
入
制
限
は
昨
年
三
月
末
の
識
維
口
聞
の
割
当
制
廃
止
を
最
後
に
解
除

さ
れ
、
一
方
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
中
継
貿
易
も
逐
次
好
転
を
見
せ
つ
つ
あ
る
の
で
、
日
本
か
ら

の
輸
出
は
最
近
に
お
け
る
マ
レ
l
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
両
政
府
の
日
本
商
社
進
出
の
制
限
緩
和
訴

の
動
き
と
相
倹
っ
て
明
る
い
見
透
し
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

タ
イ
の
一
九
玄
六
年
度
予
算

本
年

一
月
に
始
る
一
九
五
六
年
度
タ
イ
国
予
算
は
前
月
来
議
会
に
お
い
て
討
議
中
で
あ
っ
た

が
、
与
党
の
圧
倒
的
艇
勢
か
ら
政
府
原
案
通
り
成
立
し
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

布
予
算
案
の
内
容
を
見
る
に
、
ま
ず
成
人
は
凶
、
七
五
二
百
万
パ
l
ツ
と
税
収
及
び
特
別
収

入
の
増
加
を
主
囚
に
木
年
度
予
算
〈
問
、

一
八
O
百
万
パ
l

ツ
)
を
一
凶
銘
上
姐
っ
て
い
る
。
即

ち
昨
年
九
月
の
閑
税
引
上
を
反
映
し
て
税
収
が
前
年
度
比
二
主
五
百
万
パ
l

ツ
増
加
し
て
二
、

七
九
三
百
万
パ

l
ツ
と
歳
入
総
額
の
五
九
銘
に
達
し
、
又
米
殺
輸
出
に
際
し
輸
出
業
者
が
政
府

に
納
め
る
納
付
金
が
同
八
月
米
殺
輸
出
代
金
の
中
央
銀
行
集
中
廃
止
と
共
に
増
額
さ
れ
た
た

め
、
右
納
付
金
受
入
金
示
す
特
別
収
入
は
前
年
度
比
略
倍
増
の
八
四
二
百
万
パ
l
ツ
が
計
上
さ

れ
、
成
人
総
額
に
対
す
る
比
本
も
一

八
銘
を
示
し
た
。

蹴
出
は
経
常
歳
出
と
投
資
支
出
に
分
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
各
省
経
費
共
略
一
様
に
膨
脹
し

て
、
経
常
薦
出
総
額
四
、
六
四
八
百
万
パ

I
ツ
と
前
年
度
予
算
〈
問
、
一
八
O
百
万
パ

1
ツ
〉
に

比
し
一

一
銘
の
増
加
を
見
た
が
、
そ
の
構
成
に
は
特
に
変
化
な
〈
、
国
防
省
関
係
が
総
紙
の
三

二
%
、
経
由
僚
政
を
主
と
す
る
内
務
省
関
係
が
間
三
}
%
を
占
め
て
治
安
附
係
貨
が
引
統
き
過
半

に
述
し
て
い
る
。

投
資
支
出
は
か
な
り
厳
選
を
加
え
、
新
規
事
業
の
計
上
を
極
力
避
け
た
た
め
、
総
額
も
て

二
六
五
百
万
パ

1
ツ
と
略
前
年
度
予
算
(
て
二
三
七
百
万
パ

l
ツ
〉
並
に
留
っ
た
。

そ
の
内
鉄

八
七
六

道
関
係
が
鉄
道
復
興
改
良
五
カ
年
計
画
(
期
間
一
九
五
五

t
五
九
年
、
総
経
費

一
、
一
一
一
一
一
九
百

万
パ
l

ツ
)
の
本
格
化
を
反
映
し
て
前
年
度
比
一
一一一一一
五
百
万
パ

ー
ツ
増
の
三
六
九
百
万
パ
ー
ツ

を
示
し
て
首
位
に
あ
り
、
又
道
路
関
係
が
前
年
度
比
一
六
五
百
万
パ

l
ツ
の
減
少
を
見
た
も
の

の
な
お
二
三
六
百
万
パ

1
ツ
に
達
し
て
こ
れ
に
続
き
、
港
消
等
を
含
め
運
輸
関
係
投
資
が
総
額

の
過
半
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
は
池
誠
事
業
費
が
一
八
三
百
万
パ

l
ツ
と
前
年
度
比
倍
増
し

た
の
を
首
め
と
し
て
農
業
関
係
投
資
が
総
額
の
二
割
近
〈
に
治
ん
で
い
る
。
従
来
阿
国
政
府
投

資
は
勤
も
す
れ
ば
各
部
門
に
総
花
的
に
支
出
さ
れ
る
嫌
が
あ
っ
た
が
、
本
年
度
に
お
い
て
は
右

の
両
基
礎
部
門
中
心
の
方
向
を
打
出
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

か
く
し
て
蹴
出
総
額
は
五
、
九
一
一
一
百
万
パ
l

ツ
に
上
り
、
前
年
度
予
算
(五
、
四

一
七
百

万
パ
l

ツ
)
を
九
%
上
姐
る
こ
と
と
な
っ
た
。
元
来
問
団
財
政
は
戦
後
経
沼
聞
発
の
要
部
も
あ

っ
て
切
耕
作
膨
服
を
続
け
た
が
、
一
九
五
三
年
央
来
の
間
際
米
般
市
況
悪
化
か
ら
前
年
度
予
算
に

お
い
て
は
財
政
規
模
の
圧
縮
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
こ
ろ
(
前
年
度
予
算
歳
出
総
額

は
}
九
五
四
年
度
比
一

二
百
万
パ
l

ツ
の
微
減
〉
、
拡
に
再
び
拡
大
に
転
じ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
本
年
度
に
お
い
て
も
同
国
財
政
は
て
二
ハ
O
百
万
パ

1
ツ
と
議
出
総
舶
の
二

O
%
に
逃
す
る
放
入
不
足
を
生
ず
る
こ
と
と
な
り
、
赤
字
財
政
は
依
然
是
正
さ
れ
る
と
こ
ろ
が

な
か
っ
た
。
陥
赤
字
額
は
一
九
五
四
年
度
予
算
比
三
一
一
五
回
万
パ
ー
ツ
、
前
年
度
予
算
比
七
六

百
万
パ
l
ツ
と
僅
少
な
が
ら
減
少
を
示
し
た
こ
と
、
更
に
前
年
度
迄
は
歳
入
と
経
常
歳
出
と
の

関
係
、

即
ち
経
常
勘
定
が
辛
く
も
均
衡
を
保
つ
に
過
ま
ず
、
投
資
支
出
は
全
面
的
に
借
入
に
依

存
せ
ざ
る
を
綿
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
木
年
度
予
算
案
で
は
経
常
勘
定
に
一
O
E
百
万
パ

l
ツ

の
黒
字
を
残
し
た
こ
と
柑
引
を
考
慮
す
れ
ば
、
同
国
財
政
政
飯
が
焼
分
悦
霊
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
鶏
わ
れ
る
。

総
圏
、
対
日
貿
易
の
再
開

幹
国
の
対
日
貿
易
は
昨
年
八
月
十
七
日
発
表
さ
れ
た
対
日
貿
易
と
斡
国
人
の
対
日
往
来
を
禁

止
す
る
旨
の
阿
国
政
府
声
明
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
、
そ
の
後
十
月
十
四
日
に
い
た
り
八
月
十
八

日
以
前
に
拠
約
が
成
立
し
て
い
た
約
八
、

三
O
O
千
ド
ル
に
つ
会
解
院
が
認
め
ら
れ
規
分
好
転

が
み
ら
れ
た
が
、
十

一
月
十
七
日
阿
国
辿
合
参
謀
木
部
が
拳
ラ
イ
ン
侵
犯
日
本
漁
船
に
対
し
て

は
撃
沈
を
辞
せ
ず
と
の
強
硬
声
明
を
発
す
る
に
及
び
再
開
は
ほ
と
ん
ど
絶
望
視
せ
ら
れ
る
に
い

た
っ
て
い
た
。



し
か
し
な
が
ら
対
日
貿
易
の
禁
止
に
よ
り
阿
国
の
輸
出
は
打
撃
を
受
け
(
同
国
主
要
輸
出
品

は
日
本
以
外
に
市
場
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
て
か
っ
輸
入
も
輸
入
先
転
換
の
混

乱
か
ら
一
時
的
な
急
減
を
招
き
同
国
経
演
に
悪
影
響
を
み
る
に
い
た
っ
た
た
め
、
同
政
府
は
十

二
月
十
七
日
に
い
た
り
金
商
工
部
長
官
よ
り
対
日
貿
易
を
木
年
一
月
一
日
よ
り
全
面
的
に
再
開

す
る
旨
の
発
表
を
行
う
と
と
も
に
、
つ
F
の
よ
う
な
対
日
貿
易
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

刊
輸
出
入
均
衡
を
原
則
と
し
て
対
日
輸
出
額
の
範
囲
内
で
輸
入
を
認
め
る
。

例
対
日
輸
出
入
取
引
は
駐
日
商
務
官
を
経
由
す
る
こ
と
と
し
、
業
者
の
往
来
は
こ
れ
を
許
さ

な
い
。
駐
日
商
務
官
は
資
本
の
逃
避
、
不
法
財
産
の
搬
入
を
防
止
す
る
た
め
商
工
部
長
官
の

指
示
に
よ
り
、
輸
出
入
売
買
契
約
を
確
認
し
、
事
前
京
認
容
を
発
給
す
る
。

付
商
工
部
長
官
は
そ
の
権
限
の
一
部
を
駐
日
公
伎
に
護
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
対
日
貿
易
は
入
月
の
禁
止
措
世
以
前
の
状
態
に
還
り
、
な
お
業
者
の
対
日
旅
行

の
み
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
商
工
部
長
官
の
雷
明
に
よ
れ
ば
こ
の
禁
止
も
近
〈

解
除
さ
れ
る
見
込
で
あ
る
。

香
港
貿
易
の
新
動
向

昨
年
一
月
よ
り
十
月
迄
の
貿
易
実
績
は
輸
入
三、

O
二
七
百
万
香
港
ド
ル
、
輸
出
二
、

O
四
二

百
万
香
港
ド
ル
で
不
振
を
極
め
た
一
昨
年
同
期
に
比
す
れ
ば
輸
入
は
二
二
八
百
万
香
港
ド
ル
、

輪
出
は
五
七
百
万
香
港
ド
ル
、
夫
々
若
干
の
回
復
を
示
し
て
い
る
が
、
共
に
一
九
五
三
年
の
水
準

に
は
達
し
て
い
な
い
。
特
に
輸
出
は
低
調
で
輸
出
額
の
輸
入
額
に
対
す
る
比
率
は
六
七
Mmと
昨

年
同
期
の
七

一
%
に
比
し
更
に
低
下
し
て
い
る
。
と
れ
が
原
因
の
一
と
し
て
は
香
港
在
住
人
口

の
急
婚
に
よ
る
地
場
食
糧
消
費
の
増
加
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
即
ち
昨
年
十
月
迄
の
各

種
食
糧
輸
入
額
は
八
五
五
百
万
香
港
ド
ル
で
、
一
昨
年
同
期
に
比
し
、
一

一-八
百
万
香
港
ド
ル

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
の
に
反
し
、
そ
の
再
輸
出
額
は
二
五
九
百
万
香
港
ド
ル
に
止
り
一
昨
年

に
比
し
一
八
百
万
香
港
ド
ル
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

各
問
別
に
見
る
と
顕
著
な
動
き
を
示
し
た
の
は
対
中
共
貿
易
で
あ
っ
て
、
輸
入
は
七

O
八
百

万
香
港
ド
ル
と
-
昨
年
に
比
し
、
-
七
一
百
万
香
港
ド
ル
の
大
幅
増
加
を
示
し
た
の
に
対
し
輸

出
は
一
五
七
百
万
香
港
ド
ル
と
殆
ん
ど
半
減
し
て
い
る
。
中
共
よ
り
の
輸
入
品
と
し
て
は
食
糧

品
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
が
、
最
近
東
南
ア
ジ
ア
各
国
へ
再
輸
出
せ
ら
れ
る
綿
製
品
、
雑

貨
等
が
著
増
し
、
中
共
が
外
貨
獲
得
の
た
め
の
手
段
と
し
て
対
香
匙
貿
易
を
強
化
し
て
い
る
こ

海

外

経

済

調

査

(

下

)

昭
和
三
十
年
十
二
月

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
貿
易
額
は
輸
入
五
一
五
百
万
香
港
ド
ル
ハ
前
年

同
期
四
五
二
百
万
香
港
ド
ル
)
輸
出
九
六
三
百
万
香
港
ド
ル
(
同
九
三
λ
百
万
寄
港
ド
ル
)
で
い

づ
れ
も

一
昨
年
実
績
を
上
廻
っ
て
い
る
。

次
に
華
街
資
本
の
動
向
を
見
る
と
昨
年
上
半
期
に
各
地
か
ら
香
港
に
流
入
し
た
資
金
は
約

一

0
0百
万
香
港
ド
ル
に
達
し
、
そ
の
流
入
漉
と
し
て
は
①
北
ヴ
エ

ト
ナ
ム
か
ら
の
資
金
逃
避
②

フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
、
タ
イ
等
か
ら
の
転
入
@
米
国
、
南
米
諸
国
に
あ
る
華
備
資
本
の
稜
帰
を
挙
げ

る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
流
入
資
金
は
主
と
し
て
株
式
五
び
不
動
産
市
場
に
投
入
せ
ら
れ

た
模
様
で
木
年
初
顕
よ
り
の
両
市
場
の
括
況
は
こ
れ
を
映
じ
十
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

中
共
の
経
済
開
発
本
年
度
達
成
回
線
の
引
上
げ

中
共
の
締
済
開
発
第
一
次
五
カ
年
計
画
は
第
四
年
目
を
迎
え
た
が
、
中
共
機
関
紙
人
民
日
報

は
旧
雌
二
十
五
日
の
社
説
に
お
い
て
五
カ
年
計
画
を
四
カ
年
で
速
成
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
続
清
各
部
門
の
本
年
度
に
お
け
る
生
産
お
よ
び
建
設
計
画
が
さ
き
に
発
表
さ
れ
た
第

一
次
五
カ
年
計
画
で
最
終
年
度
〈

一
九
五
七
年
〉
に
遥
成
を
予
定
し
て
い
た
目
標
に
極
め
て
接
近

す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
宏
若
干
凌
駕
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
重
工
業
部
の
木
年
度
生
産
計
画
は
当
初

一
九
五
七
年
に
予
定
さ
れ
た
指
標
の
九
九
箔
で
あ

り
、
石
炭
工
業
部
の
そ
れ
は
九
六
%
と
定
め
ら
れ
、
ま
た
機
械
工
業
関
係
で
も
事
師
、
発
電

機
、
鉱
山
機
械
等
の
主
要
製
品
多
数
に
つ
会
五
七
年
の
目
標
を
本
年
中
に
達
成
す
る
こ
と
が
企

て
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
農
業
の
生
産
目
標
は
食
糧
一
九
九
百
万
ト
ン
、
綿
花
三
五
百
万
ピ
ク

ル
で
、
当
初
の
五
七
年
度
目
標
を
前
者
六
百
万
ト
ン
、
後
者
一
一一
百
万
ピ
ク
ル
も
上
廻
っ
て
い

る
。
他
方
建
設
面
に
お
い
て
は
鉄
道
部
が
五
カ
年
計
画
に
よ
る
新
線
建
設
予
定
を
本
年
中
に
完

成
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
建
築
工
程
部
は
本
年
の
施
工
量
を
昨
年
の
二
倍
と
予
定

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中
共
は
本
年
の
目
標
を
大
幅
に
引
上
げ
て
五
カ
年
計
幽
の
繰
上
げ
達

成
を
企
図
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
完
成
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
こ
と
に
段
階
却
に
お
い
て
は
史

上
向
ム
前
の
蚊
作
と
い
わ
れ
た
昨
年
を
食
糧
一
割
、
綿
花
二
制
も
上
廻
る
増
産
が
企
て
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
突
現
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
み
ら
れ
て
い
る
。

中
共
に
お
け
あ
社
会
主
蟻
的
改
造
の
進
展

最
近
の
中
共
経
演
の
最
も
特
徴
的
な
動
向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
経
清
要

八
七
七



経

済

情

勢

調

査

〈

そ

の

三

)

八
七
八

素
に
対
す
る
社
会
主
義
的
改
造
の
進
底
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
農
業
面
に
お
け
る
改
造
す
な
わ
ち
農

業
集
団
化
は
昨
秩
来
非
常
な
急
速
度
で
進
め
ら
れ
、

昨
夏
六
五
万
を
算
し
た
刷
版
業
生
産
合
作

社
数
は
昨
年
末

一
九

O
万
社
に
躍
増
し
、
こ
れ
に
加
入
し
た
農
家
戸
数
は
す
で
に
全
農
家
の
六

三
%
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に
私
営
商
工
業
に
対
す
る
改
造
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
国

家
に
よ
る
加
工
発
注
、
委
託
販
売
方
式
か
ら
最
近
は
公
私
合
営
企
業
に
改
組
す
る
方
式
が
主
流

と
な
り
、
し
か
も
各
都
市
と
も
業
種
別
に
全
部
も
し
く
は
大
部
分
の
工
場
、
商
躍
を
少
数
の
企

業
体
に
合
併
し
た
上
一
斉
に
公
私
合
営
に
改
組
す
る
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
上
海

で
は
綿
紡
、
造
船
等
ニ
-
業
種
が
、
北
京
で
は
製
粉
等
九
業
種
が
、
そ
の
他
天
津
、
広
州
等
で

も
数
業
種
が
柑
つ
い
で
全
企
業
の
公
私
合
営
を
実
施
し
た
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
明
年
末

ま
で
に
全
業
種
の
公
私
合
営
へ
の
転
換
を
完
了
す
る
方
針
と
伝
え
ら
れ
る
。
最
後
に
手
工
業
に

対
す
る
改
造
は
こ
れ
ま
で
著
し
ぐ
緩
慢
で
あ
っ
た
が
、
最
近
こ
れ
が
推
進
に
つ
き
中
・
央
よ
り
指

令
が
発
せ
ら
れ
、
ま
た
減
税
等
の
助
成
策
も
諦
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
漸
次
活
液
化
す
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
。
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